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１ 問題のページへ
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ここでq q＞ ＞0 120 0° °- °, , また条件よりq + ° °15 90≧ なので, 75 120° °≦ ＜q

よって, 2 120 90 105q q- °= ° = Ð = °, ACB

［解 説］

正弦定理の応用問題です。なお, △ABC は計算の結果では鈍角三角形となり, 上の

解に書いた図とは異なりますが, 題意を図示すると, まずこのように書くのではない

かと思い, 敢えてそのままにしています。
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(1) a a a1 2 3 1= = = より,

a q q a q q a q q1 1 1 2 2 2 3 3 3= + = + = +cos sin , cos sin , cos sini i i

a a a1 2 3 3+ + = より,

cos cos cosq q q1 2 3 3+ + = ……①, sin sin sinq q q1 2 3 0+ + = ……②

①より, cos cos cosq q q1 2 3 1= = =

するとsin sin sinq q q1 2 3 0= = = となり, ②を満たす。

以上より, a a a1 2 3 1= = =

(2) w = °+ °cos sin30 30i とおくと, P z z z( ) = + +b b w2
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すると, P z z z( ) = + +1 2

w
w

P t P t t t t t( ) ( ) ( ) ( )g w
w

w w w w= = × + + = + +1 12 2

0≦t≦1 より, 1 1 32≦ ≦t t+ + なので, 点 P t( )g は 2 点

w w, 3 を結ぶ線分を描く。

［解 説］
複素数平面上では, a a a1 2 3, , が単位円周上にあることより, a a a1 2 3 1= = = は

明らかなのですが, それをスキッと示そうとすると, 予想以上に困難でした。最初は,
a a a1 2 3

3
1+ + = として「重心」を使おうかと思いましたが, 直観的すぎるのではな

いかと考え止めました。結局, 極形式を用いた普通の方法に落ち着きました。
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３ 問題のページへ
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［解 説］
計算力の問われる問題です。 ¢f ( )a の符号変化については, 特に慎重さが要求され

ます。それに比べると, (3)での区分求積法を利用した極限計算は, 簡単です。
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に対して, ハミルトン・ケーリーの定理を適用すると,

A A E O2 + + = （Eは単位行列）
( )( )A E A A E O- + + =2 より, A E O A E3 3- = =, となるので,
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［解 説］

(1)はノーヒントで Anを求めるわけですから, Aには特別な仕掛けがあるはずです。

それは A E3 = ということで, それさえわかれば, 後は完答まで一直線です。


